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リンゴ台木 」M7の 接 ぎ木挿 しにおける接 ぎ木時期 と挿 し木床の影響
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1 は じ め に

秋田県にわい化栽培が導入され30年が経過した。導

入当初使用された台木lull.lo6,M.26であったが,耐
水性や樹勢衰弱の問題からマルバカイドウを根茎台木

に使用したM.9の二重台方式が主流となつた。しかし,

樹齢の進行に伴い収量・品質の低下が著しく,特に ,
樹齢が15年生を越える園地では,問題となっている。
これを解決するには改植が有効であるが,多 くの経費
を必要とすることなどが障害となっている。このため

苗木育成にかかる資材と経費を最小限にすることが求

められ,挿し木繁殖に優れ自家繁殖が可能な」M台木
を利用した苗木生産とその栽培管理方法について検討

した。本報では,`み しまふし'を穂品種に用い早期に

収穫可能な」M7台木との接ぎ木挿し(図 1)に よる優
良苗安定生産方法について報告する。

2試 験 方 法

試験 1:接ぎ木時期について(2001年 )

接ぎ木時期の違いによる活着率と生育量の比較のた

め,増田町の水田転換畑 (灰色低地土)を用い,接ぎ木

を3月 1日 , 3月 29日 , 4月 18日 に行い 4月 23日 に挿

し木した。

供試台木の」M7は農林水産省果樹試験場リンゴ支
場(現 :独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機

構果樹研究所リンゴ研究部)よ り1999年 12月に分譲を受

けた台木を母樹とし育成し,12月下旬に採取 し冷蔵庫

(0～ 2℃ )で保管した。接ぎ木時に台木長を30clllに調

整し,`み しまふじ'を 2芽切り接ぎした。接ぎ木後は

ポリ袋に入れ垂直に保ち,挿し木まで冷蔵庫(0～ 2℃ )

に保管した。挿し木直前にインドール酪酸液剤 (イ ンド

ール酪酸0.4%含有)4倍液に10秒間浸漬処理した。挿

し木してから7月上旬まで土壌水分がpF 2以下を保つ

ように適宜かん水した。葉面散布用肥料(N:6,P:2,K:3)

100倍液を7～ 8月に5回散布した。

H月末に苗木を掘り上げ,活着の有無,新梢長につ

いて調査した。

試験2:挿 し床土壌について(2000年 )
挿し木床の土壌の違いによる活着率と生育量につい

て比較した。リンゴ園土壌(多湿黒ポク土),水田転換

畑(褐色低地上),人工培土(水稲育苗用無肥料培土)を

表 1に示す組み合わせで検討した。挿し木床は9∝m× 9

0cln,深さ30cmの大きさで場内ほ場に設置した。

供試台木の」M7は農林水産省果樹試験場 リンゴ支
場(現 :独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機

構果樹研知所リンゴ研究部)よ り1999年 12月に分譲を受

け,冷蔵庫(0～ 2℃ )で保管した。2000年 4月 20日 に

台木長を30clllに調整し,`みしまふじ'を 2芽切り接ぎ

した。挿し木は4月 24日行つた。接ぎ木後の管理は試

験 1と同様に行つた。

2000年 12月 4～ 11日 に苗木を掘り上げ,活着の有無 ,

新梢長,穂品種・台木部の太さ,根の形態と量につい

て調査した。

3 試験結果及び考察
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試験 1:接ぎ木時期について
増田町の現地での検討によると,活着率は最も早い

3月 1日 に接ぎ木した区が85.7%で ,次いで3月 29日
の52.0%となった。しかし,挿 し木直前の4月 18日で
は12.9%と低い。新梢長も3月 1日 ,3月 29日 に接き
木した区は lm前後に達したが,4月 18日は29culと 明
らかに劣つた(表 2)。

このことから接ぎ木は挿し木時期より40～50日前の

3月初めに行うことで活着率を高め,新梢伸長も良好
となることが認められた。また,挿し木までの期間に

接ぎ木時期が早い区ほど台木先端部と接ぎ木部にカル

スが形成されていることも観察され,活着率向上には

有益と考えられた。なお,秋田県では積雪の関係から

0:全 く形成されない, 1:一部に形成
2:半分程度に形成,3全面に形成

挿し木時期が4月中旬となることから接ぎ木作業は3

月初めとなる。

試験 2:挿 し床土壊について
活着率は水田転換畑土壌と人工培土を混合した区が1

00%と最も優れていた。次いで人工培土,水田転換畑
土壊の単用が80%以上と高かった。一方,樹園地土壊
の単用は50%で低く,特に,樹園地上壊と人工培土を
混合した区は最も低く32%となった(表 3)。 新梢長と

新梢基部の太さも活着率と同様の傾向にあり,樹園地
上壌単用と樹園地土壊と人工培上の混合した区で明ら

かに劣つた。

根の形態については樹園地土壌と樹園地土壌と人エ

培土を混合した区で太い直恨が主体で細根はほとんど

みられなかった。一方,活着率の優れた他の区は直根
と細根の中間的な根が多く,前者と明らかな違いがみ
られた。根量については人工培土とその混合区で多く

なる傾向にあった(表 3)。

以上のことから挿し木床の土壌としては前作物がリ

ンゴであることは不適であると判断された。また,リ

ンゴ園土壊に前作物がリンゴでない土壌を混合しても

活着率に明らかな改善効果がみられなかったことから,

挿し木床はリンゴ栽培歴のない土壌が適していると考

えられた。

この要因としては偏つた土壊微生物相の影響が大き

いと推察された。また,活着率の低い樹園地土壌では
塩基飽和度や有効態リン酸含量が高く,発根を抑制し
たことが考えられた(表 4)。 挿し木繁殖試験において

土壊の気相率と枯死率に負の相関関係があつたことか

ら気相率の低い樹園地土壊で活着率が低くなつたこと

も考えられた。

このようなことから経費面から判断して水田転換畑

で養分が少なく,ぼう軟な土壊の活用がよいと認めら
れた。

4 ま と め

本報では,」 M7台木を用いて接ぎ木挿し法で優良
苗木の生産方法として,接ぎ木作業の時期は挿し木時
期より40～50日前がよく,挿し木床としてはリンゴ園
土壊は不適であることを明らかにし,苗木育成管理マ
ニユアル作成の一助とした。今後は,挿 し木床の耕起

深,効率的な水分管理と施肥方法などの具体的な手法
を明らかにし,これらの点を加えた苗木育成管理マニ

ュアルを作成する必要がある。

挿 し木土壊
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′新哨基部の太さメ
根のタイプ, 1:直根主体,2:直根と細根中間,3:細根主体

3月 29日  24  52.0  93.8  0～ 1
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